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牛肉 
◆飼養動向 

 肉用牛の飼養頭数、前年比１.１％増 

 肉用牛の飼養戸数は、生産者の高齢化などによる離農

の進行により、小規模層を中心に減少傾向が続いている

ことから、令和２年（２月１日現在、以下同じ。）は、

４万３９００戸（前年比３.７％減）(注１)と前年をやや

下回った（図１）。 

 総飼養頭数は、２年は、２５５万５０００頭（同１.

１％増）と前年をわずかに上回った。肉用種と乳用種を

それぞれ見ると、肉用種は、平成２８年以降、子取り用

雌牛（繁殖雌牛）頭数が増加基調で推移していることか

ら、２年は、１７９万２０００頭（同２.３％増）と前

年をわずかに上回った。乳用種（注２）のうち交雑種は、

肉用子牛価格の高騰を受け、酪農家における乳用牛への

黒毛和種交配率が上昇したことにより、２８年、２９年

と２年連続で増加したものの、３０年以降、乳用牛の減

少に加え、乳用牛への受精卵移植技術の活用などによる

和子牛の生産拡大や、乳用後継牛を確保する動きから、

減少傾向で推移しており、２年は、４９万５４００頭（同

０.７％減）と前年をわずかに下回った。乳用種のうち

ホルスタイン種ほかは、前述の理由により、乳牛去勢の

減少が続いていることから、２年は、２６万７９００頭

（同３.６％減）と前年をやや下回った。 

 この結果、１戸当たりの飼養頭数は、５８.２頭（同

５.１％増）と前年からやや増加し、経営規模の拡大が

進展していることがうかがえる。 

（注１）前年比（増減率）は、平成３１年（新）と令和２年の数

値を機構にて比較し、算出した。 

（注２）肉用牛の「乳用種」とは、「畜産統計」では、ホルスタイ

ン種、ジャージー種などの乳用種のうち、肉用を目的に飼養して

いる牛で、交雑種を含むと定義されている。 

 

図１ 肉用牛の飼養戸数および飼養頭数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
資料：農林水産省「畜産統計」 
注１：各年２月１日現在。 
 ２:平成３１年（旧）までは従来実施してきた飼養者を対象とした統計調

査、平成３１年（新）および令和２年は牛個体識別全国データベースなど
の行政記録情報や関係統計により集計した加工統計であり、統計手法が異
なる。 

３：平成３１年（新）のホルスタイン種ほかの飼養頭数は、機構にて当該
年の乳用種飼養頭数から交雑種飼養頭数を減じて算出した。

◆生 産 

 元年度の生産量、前年度比１.０％減

 飼養戸数の減少や平成２２年の口蹄疫の発生、２３年

の大規模生産者の経営破たんなどにより繁殖基盤が縮

小し、牛肉生産量は減少傾向で推移していた。２９年度

以降は生産基盤強化対策の実施により繁殖基盤が拡大

に転じたことなどにより、和牛を中心におおむね増加傾

向で推移している。 

令和２年度は、乳用種は８万９００３トン（前年度比

２.１％減）とわずかに、交雑種は８万４１７９トン（同

５.１％減）とやや、いずれも前年度を下回った一方で、

和牛は１５万１９６５トン（同１.９％増）と前年度を
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わずかに上回った。この結果、全体では３２万９６５４

トン（同１.０％減）と前年度をわずかに下回り、３年

ぶりの減少となった（図２）。 

図２ 牛肉の生産量の推移 

資料：農林水産省「食肉流通統計」 
 注：部分肉ベース。 

◆輸入

元年度の輸入量、４年連続で増加

 牛肉輸入量は、近年、国内の好景気などを背景に、焼

き肉やハンバーガーなどの外食産業を中心に牛肉の需要

が拡大していたことから、おおむね増加傾向で推移し、

平成２８年度から３０年度にかけての平均増加率は約８

％と高水準で推移していた。 

 令和元年度は、６２万２３３２トン（前年度比０.４

％増）と前年度をわずかに上回り、４年連続の増加とな

ったものの、直近３カ年度の平均増加率と比べると鈍化

が見られた（図３）。 

 国別輸入量を見ると、豪州産については、中国におけ

るアフリカ豚熱発生の影響で、中国が豪州産の輸入を増

やしたことによる競合などにより、２９万９２６トン（同

６.２％減）と前年度をかなりの程度下回り、３年ぶり

の減少となった。米国産については、日米貿易協定が発

効するまでの間、先に発効したＴＰＰ１１と関税率の差

があったことなどにより、２４万５３４３トン（同３.

５％減）と前年度をやや下回り、４年ぶりの減少となっ

た。 

図３ 牛肉の輸入先別輸入量の推移 

資料：財務省「貿易統計」 
注：部分肉ベース。 

 輸入牛肉のうち、冷蔵品は主にテーブルミートとして

量販店で販売されており、冷凍品は加工用や業務用とし

て利用されている。近年、いずれも増加基調で推移して

おり、２年は、冷蔵品は２７万８１１９トン（同０．２

％減）と前年度並みとなった一方で、冷凍品は３４万３

５９０トン（同０.９％増）と前年度をわずかに上回り、

４年連続の増加となった（図４）。 

輸入価格（ＣＩＦ）を見ると、１キログラム当たり６

２７円（同１.４％安）と前年度をわずかに下回り、３

年ぶりの低下となった。 
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図４ 牛肉の冷蔵品・冷凍品別輸入量および輸入価格の推移 

資料：財務省「貿易統計」 
注１：冷凍品にはくず肉などを含む。 
２：部分肉ベース。 

◆輸出

元年度の輸出量、６年連続で増加

牛肉輸出量は、日本産和牛の認知度の向上などにより、

６年連続で増加している。 

令和元年度は、４１３９トン（前年度比８.９％増）、

輸出金額は２８１億円（同７.８％増）と過去最高とな

った（図５）。 

輸出量の内訳を見ると、冷蔵品は２０６１トン（前年

度比７.８％増）、冷凍品は２０７７トン（同１０.０％

増）となり、冷蔵品と冷凍品の割合は同程度となってい

る。 

図５ 牛肉の輸出量および輸出金額の推移 

資料：財務省「貿易統計」 
注：部分肉ベース。 

輸出先については、牛肉全体で見ると多くがアジアに

輸出されているが、冷蔵品と冷凍品で輸出先は異なって

いる。日本からの牛肉の輸出が可能な国・地域は、アジ

アを中心に中東、欧州、北米・中南米、大洋州のさまざ

まな国や地域に広がっている。 

冷蔵品の輸出先を見ると、元年度の最大の輸出先は台

湾で５５６トン（シェア２７％）、次いで香港が５２７

トン（同２６％）、米国が３３４トン（同１６％）、シン

ガポールが２１９トン（同１１％）となり、上位４カ国・

地域で約８割を占めている（図６）。  

台湾向けは、日本で牛海綿状脳症（ＢＳＥ）感染牛が

確認されて以来停止されていた日本産牛肉の輸入が１６

年ぶりに解禁された平成２９年度以降、輸出量を伸ばし、

現在は冷蔵品の最大の輸出先となっている。 

図６ 牛肉の冷蔵品の輸出先別輸出量の推移 

資料：財務省「貿易統計」 
注：部分肉ベース。 

冷凍品の輸出先を見ると、元年度の最大の輸出先はカ

ンボジアで１０５４トン（シェア５１％）、次いで香港

が３４７トン（同１７％）、タイが２１５トン（同１０

％）となり、上位３カ国・地域で約８割を占めている（図

７）。 
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図７ 牛肉の冷凍品の輸出先別輸出量の推移 

資料：財務省「貿易統計」 

注：部分肉ベース。 

◆消費

元年度の推定出回り量は前年度比０.７％増、家計消費は同２.５％減

推定出回り量 

牛肉の推定出回り量は、近年の肉ブームなどを背景

に好調に推移してきた。 

令和元年度は、国産品については、枝肉の相場高を

背景に小売価格も比較的高い水準で推移する中、消費

増税などによる消費者の節約志向などが反映され、３

２万３５３４トン（前年度比１.９％減）と前年度を

わずかに下回った。輸入品については、焼き肉やハン

バーガーといった外食需要やハンバーグなどの調理済

食品への需要が好調に推移したことから、６１万３４

１０トン（同２.１％増）と前年度をやや上回った。

この結果、全体では９３万６９４５トン（同０.７％

増）と前年度をわずかに上回り、４年連続で増加した

（図８）。 

なお、合計に占める国産品の割合は３４.５％（同

１.０ポイント減）と５年連続で前年度を下回った。 

図８ 牛肉の推定出回り量の推移 

資料：農畜産業振興機構推計 
注：部分肉ベース。 

家計消費 

 牛肉消費の約３割を占める家計消費は、近年の景気回

復や好調な牛肉需要を背景に回復傾向で推移してきた。 

令和元年度は年間１人当たり２.２キログラム（前年

度比２.５％減）と、前年度をわずかに下回り、４年ぶ

りの減少となった（図９）。 

この理由として、需要期に悪天候の影響により行楽需

要が振るわなかったこと、消費増税による消費者の節約

志向などが反映されたものとみられる。 
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図９ 牛肉の家計消費量（全国１人当たり）の推移 

資料：総務省「家計調査報告」 

◆在庫

元年度の推定期末在庫、前年度比９.４％増

 牛肉の推定期末在庫は、平成２９年度までの輸入量が

増加傾向で推移していたものの、輸入品の出回りが好調

であったことなどから、在庫の取り崩しが進んだ。しか

しながら、３０年度は需要を上回る輸入が続いたことか

ら５年ぶりに前年度を上回った。 

令和元年度は、新型コロナウイルスの影響による外食

需要などの減少により、全体では１２万６８４３トン（前

年度比９.４％増）と前年度をかなりの程度上回った。

このうち、輸入品は１１万６１２８トン（同８.３％増）

とかなりの程度、国産品は１万７１５トン（同２２.７

％増）と大幅に、いずれも前年度を上回った（図１０）。 

図１０ 牛肉の推定期末在庫の推移 

資料：農畜産業振興機構調べ 
注１：部分肉ベース。 
２：四捨五入の関係で、合計値は必ずしも一致しない。 

◆枝肉卸売価格

元年度の牛枝肉卸売価格、和牛はおおむね前年同月を下回って推移

 和牛 

 和牛（東京・去勢Ａ―５、Ａ―３）の枝肉卸売価格は、

平成２３年以降、出荷頭数の減少により価格が上昇基調

で推移した。２８年以降、和牛の出荷頭数は３年連続で

増加したものの、インバウンド需要や輸出需要を含む牛

肉需要の高まりなどから、記録的な高値を維持したまま

推移してきた。 

令和元年度は、４月以降、５等級を中心におおむね前

年同月を下回って推移し、例年、価格が上昇する１２月

に価格の低下がみられた。この結果、Ａ―５が１キログ

ラム当たり２６６６円（前年度比５.４％安）とやや、

Ａ―３が同２０８６円（同７.７％安）とかなりの程度、

いずれも前年度を下回った（図１１）。 

交雑種 

交雑種（東京・去勢Ｂ―３）の枝肉卸売価格は、近年、

和牛の相場高を背景に、比較的手頃な価格帯で適度に脂
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肪交雑が入っている交雑種への引き合いが高まったこと

などにより堅調に推移している。 

令和元年度は、引き続き同様の傾向が続いていること

に加え、出荷頭数の減少から、１キログラム当たり１５

９０円（前年度比０.９％高）と前年度をわずかに上回

った。 

乳用種 

乳用種（東京・去勢Ｂ―２）の枝肉卸売価格は、国産

牛の中でも比較的安価で赤身が多い牛肉への底堅い需

要がある一方で、出荷頭数が減少傾向となっていること

から堅調に推移している。 

令和元年度は、出荷頭数の減少が続いていたものの、

１キログラム当たり１００２円（前年度比４.２％安）

と前年度をやや下回った。 

図１１ 牛肉の卸売価格（東京・品種・規格別）の推移 

資料：農林水産省「食肉流通統計」 
注：消費税を含む。注 

◆小売価格

元年度の小売価格、和牛のばらは1キログラム当たり７７４円

 牛肉の小売価格は、品種や部位によって動きは異な

るものの、おおむね横ばいで推移している。なお、国

産品については、近年の枝肉の相場高を背景に、比較

的高値が続いている。 

元年度の小売価格（ばら）は、和牛は１キログラム

当たり７７４円（前年度比０.５％安）、国産牛（交雑

種）は同５８２円（同２.３％安）、国産牛（乳用種

他）は同３８５円（同８.８％安）、米国産は同２５１

円（同１１.６％安）、豪州産は同２２９円（同１２.

６％安）と、いずれも前年を下回った（図１２）。 

図１２ 牛肉の小売価格（ばら）の推移 

資料：農畜産業振興機構調べ 
注：消費税を含む。 

◆肉用子牛

元年度の肉用子牛価格、黒毛和種は前年度比２.６％安 

黒毛和種 

 家畜市場における黒毛和種の子牛取引頭数は、減少

傾向にあった繁殖雌牛が生産基盤強化対策などにより

平成２８年度に増加に転じたことから子牛の取引頭数

は回復傾向で推移し、近年は安定して推移している。

令和元年度は、３１万１２８６頭（前年度比０.２％

増）と前年度並みとなった。 

また、子牛取引価格は、繁殖基盤の縮小に伴う出生頭

数の減少や枝肉の相場高などにより平成２２年度以降に

上昇が続いた後、２８年度をピークに低下しているもの

の、引き続き高い水準で推移していた。 

元年度は、１頭当たり７４万６０００円（同２.６％

安）と前年度をわずかに下回った（図１３）。 
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図１３ 黒毛和種の取引頭数と市場取引価格の推移 

資料：農畜産業振興機構調べ 
注：消費税を含む。 

交雑種 

 家畜市場における交雑種の子牛取引頭数は、乳用牛

への受精卵移植技術の活用などによる和子牛の生産拡

大や乳用後継牛を確保する動きから、平成２８年後以

降、前年度を下回って推移している。令和元年度は、

５万６８３頭（前年度比６.７％減）と前年度をかな

りの程度下回り、４年連続の減少となった（図１

４）。

また、交雑種の子牛取引価格は、近年の枝肉の相場高

や出荷頭数の減少を背景に、２５年度以降、２９年度を

除いて前年度を上回って推移している。元年度も同様の

傾向が続き、同４３万５０００円（前年度比１.２％高）

と前年度をわずかに上回り、堅調に推移した。 

図１４ 交雑種の取引頭数と市場取引価格の推移 

資料：農畜産業振興機構調べ 
注：消費税を含む。 

ホルスタイン種

 家畜市場におけるホルスタイン種の子牛取引頭数

は、近年、おおむね１万２０００頭台で推移してい

る。令和元年度は、乳用牛への受精卵移植技術の活用

による和子牛の生産拡大などにより、１万１６８３頭

（同２.１％減）と前年度をわずかに下回った（図 

１５）。 

また、ホルスタイン種の子牛取引価格は、近年、枝肉

の相場高などを背景に、平成２３年度以降、高水準で推

移している。元年度は、同２２万９０００円（前年度比

５.４％安）と前年度をやや下回り、３年ぶりの低下と

なった。 

図１５ ホルスタイン種の取引頭数と市場取引価格の推移 

資料：農畜産業振興機構調べ 

注：消費税を含む。 
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